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Clusterの星形成銀河の物理状態は？フィールドに比べてevolveし
てる？
COSMOS－ZFOURGEで発見されたz~2clusterで検証。

ZFIRE:Hi‐z cluster spectroscopic survey in ZFOURGE by MOSFIRE
・8masks =. 180 spec‐z => 57 cluster members at z~2
=> 8 objects have Ha/N2/Hb/O3 => 4 objects have S2
・それ以外に、フィールド銀河(+KBSSカタログ)でHa/N2/Hb/O3のサ
ンプルと、S2のサンプル
・local sampleはSDSS
・Mstar=1e9‐10Msol

BPT Diagram(Fig1)
• ISM Pressureが上がると右上へ
• 輻射場が固くなっても同様
• Ionization parameterが上がると、左

上へ
BPT上ではフィールドもクラスターも同じ
ところに来る

S2
• S2 doublet比で電子密度がわかる
• S2/Haもionization parameterが上が

ると減る
• S2/N2 vs O3/Hbでmetallicityと

ionization parameterが切り分けら
れる(Dopita+13)

電子密度
• 完全に電離していると、ISM Pressureはneに比例する
• [S2]6717/6731から出す（10/cc以上の時）
• 電子密度も、cluster/fieldの違い無し。

Ionization state (ionization parameter)
• O2/O3ができないので、N2/S2 – O3/Hbで
• N2/S2はmetallicity(O/H+12<8.69）とionization parameterが縮退している
• それをO3/Hbで解く
• Localではlog(q)=6‐7.2
• Z=2では(field/clusterともに) log(q)>7.25

• はみ出した二つは
• AGNかも
• Ne=10=>1000でも0.4dex上がる

• Localに比べて有意に高い。これまでとconsisitent
• 理由はまだわからない。Higher ne/larger escapefraction? Higer

stellar temperature?
• Log(q)=7.4と一番小さい人は、SSFRも小さかった。関係がある？

モデルで予想されるz=2
でのAGNとの境目

まとめ：環境はISMの物理
状態には影響を与えない


